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平成16年度決算総会が開かれる
　（社）東設事協としては最初の決算総会が5月30日、新宿区揚場町のインテリジェントロ
ビー・ルコで開かれました。この総会は前回の予算総会とともに社団法人として開催を義
務付けられているもので、前年度の事業内容と収支決算の状況を報告するための総会です。
正会員87名（うち委任状出席71）、賛助会員86名が出席。明野会長の挨拶のあと議事に入
り、阿部副会長から「平成16年度事業報告」を、堀竹副会長からは「平成16年度収支決算報
告」が説明され、とくに質問もなく満場一致で承認され、定時総会は無事終りました。
　第二部の「トピック学習会」はシリーズ講座『過去を振り返り、現在を見つめ、未来を探る』
の第二回で、今回は『社会ニーズと建築設備の変遷』と題して芝浦工大名誉教授明野徳夫会
長が講演。建築設備の歴史の変遷、建築設備の今後の動向と社会ニーズについて改めて考
えさせられたひとときでした。第三部「賛助会員の集い」では、統合後、まだ正式に発足し
ていなかった「MET賛助会」の設立について協議が行われ、その設立が満場一致で承認され
ました。賛助会執行部の名称は協会役員との混同を避けるため「賛助会運営委員会」と改め
られ、運営委員候補者名簿を承認、運営委員長に東京電力の野上不二夫理事を選出しました。
つづく第四部の「新緑交流会」は賛助会発足祝賀会を兼ねて開会。全会員が一堂に会して交
歓と懇親が繰り広げられ、会は改めて統合で生まれた紐帯を歓ぶ声に満ちて、たいへんな
盛り上がりを見せました。

　「協会だより第１号」以降の各委員会では、次のような活動・審議・報告を行いました。

委　員　会　の　報　告

●（社）日設事協 平成17年度総会開催●
　（社）日設事協の第51回定時総会が5月27日に開
かれました。「平成16年度事業報告および決算報
告」の審議では、各地区代表から前年度の業務執行
に対して厳しい質問が出されました。「常任理事会
開催回数が年6回に対し、理事会開催は3回だけ。
理事会で主要な内容を討議、決定すると規定する定
款に違背する」などの指摘があり、執行部は今後改
善して行くことを約束して承認されました。「平成
17年度の事業計画と予算案」では「前年度の支出が
4,000万円なのに17年度は6,000万円と50％も
増えるという予算計画はおかしい」、「3年前の値上
げは暫定値上げではなかったのか。前年度で財務状
況が改善したのなら、そのような対応をするべき」
などと厳しい糾弾が相次ぎました。これに対し執行
部は「停滞している各種事業を活発化させること、
値上げが暫定処置だったかは当時の議事録を再確認
する」ことなどを確約。一方、建築設備士CPD制度
のついては、「（社）建築設備技術者協会で実施して
いるCPDに対して、日設事協が『設備家』の名称で
新たな資格を作っても重複して取得する人はまれで
ある。さらに、その部分だけ見れば協会事業として
赤字会計となっている。今後は設備関連4団体で連
携して統一的な資格となるよう活動すべきだ」と提
案されるなど、ほかにも数々の厳しい指摘や強い要
望がなされましたが、執行部が「事業計画の実行に
あたり、これらのことに配慮していく」ことを約束
して計画案および予算案は承認されました。新役員
候補者承認に関する議案では27名の新理事候補者
が理事として承認され、福西輝男氏が会長に再選さ
れました。東設事協から推薦していた明野徳夫理事
は会長選で過半数の得票ができず、新体制で日設事
協を改革して欲しいという要望を寄せていた全国各
地の地区協会には残念な結果になりました。

＜公益・事業委員会＞
１．平成17年度事業について
２．第14回定時総会について
３．設備の知識に関する普及及び啓発・奉仕活動
「アースディ」の企画・開催について
４．新技術セミナーについて
５．ONAシステム展とONA小委員会事業計画につ
いて

＜広報・情報委員会＞
１．広報活動報告と今後の活動について
２．協会だより第２号の掲載内容について
３．協会誌創刊号について
４．ホームページ部会の業務内容と個人情報保護に
ついて

＜建築電気設備雷保護委員会＞
１．雷保護の「保全の指針」について
２．今後の進め方について
＜賛助会＞
賛助会員の賛助会として「賛助会運営委員会」を設立
しました。

＜企画委員会＞
１．協会運営について
２．日設事協の活動について
３．7都県交流会について
＜業務環境改善委員会＞
１．「設備設計標準的業務報酬の調査検討」について
２．「地域対外活動」継続活動について
３．「経営セミナー」開催の件について
４．「ISO共同取得」継続審議について
５．「設計図書の知的所有権」の研究について
６．「協会HPに業務委託関連掲示板の開設」について
７．建築設備士賠償責任保険について
８．オープンデスクについて
９．試験準備講習会（消防設備士・建築設備士一次）
について

10．教育事業関連について
＜環境・技術委員会＞
１．データーベースの作成について

レジュメで指摘し、「業務環境改善に向けて協会が
できることを検討していこう」と提言しました。

●賛助会運営委員会のメンバー決定●
　決算総会の日に行われた第三部「賛助会員の集い」
において賛助会運営委員会の役員および委員が次の
とおり決定しました。
　担当理事　丹澤 元久　  野上不二夫　  八木 俊多
　委 員 長　野上不二夫（東京電力）
　副委員長　八木　俊多（東京ガス）
　　　　　　小助川克巳（東光電気工事㈱）
　　　　　　須田　幸次（第一工業㈱）
　委　　員　伊藤和雄（㈱関電工）・伊藤愼一（東テク）・

加藤浩（東西化学産業㈱＊総務担当）・
北川明信（因幡電機産業㈱）・水主勝人
（ダイキン工業㈱）・高橋明（新菱冷熱工
業㈱）・高橋文雄（松下電工㈱・武田善憲
（ホーチキ㈱）・三舟敏夫（三建設備工業
㈱）・中山淳一（荏原テクノサーブ㈱）・
山下勝之（東洋熱工業㈱）

●オープンネットワークオートメション
ONA技術セミナー＆システム展開催●

　当協会主催の目玉イベントとなっている「オープ
ン・ネットワーク・オートメーションONA技術セミ
ナー」が6月15日～16日の2日間、東京・北の丸科
学技術館で開催されました。正会員、賛助会員他、
254名の方が出席しました。また、同時に開催さ
れた「オープンネットワークオートメーションシス
テム展」には延べ2,200名におよぶ多くの方々が来
場され、オープンネットワークに関する新技術の紹
介の場を提供して大盛況のうちに終了しました。

●下水道法施行令改正と新技術情報 :
光触媒による脱臭　講習会のご案内●

　当協会の環境・技術委員会の技術情報小委員会で
は、「環境情報」に係わる講習会を次のとおり実施し
ます。講習会後は懇親会も予定されています。会員
間の交流を深めるためにもぜひご参加ください。
　日　時　7月8日（金） 14：30～18：00
　場　所　橋本総業（株） 7階会議室
　　　　　（東京都中央区小伝馬町9－9）
　参加費　￥5,000（テキスト代含む）
　詳しくはホームページhttp://www.met.gr.jpを
ご覧下さい。

●文京区　『地球温暖化対策』の展示会開催●
　文京区は地球温暖化防止のための各団体の取り組
み方についての展示会を開催します。会場はシビッ
クセンター1階と地下2階で6月24日（金）（13：00
～19:00）と25日（土）（10:00～17:00）に開催さ
れます。入場無料ですので気軽に御参加ください。
詳しくは文京区ホームページhttp://www.city.
bunkyo.tokyo.jp/kankyo/をご覧ください。

●MET・2005アースディ記念事業の報告●
　春爛漫の4月23日、武蔵野の面影の残る「石神井
公園界隈をを散策する会」が催されました。当日は
明野会長はじめ、30人を超す方が参加されました。
明野会長から寄せられた一文によると、東京大学総
合研究博物館の須田孫七さん、日本野鳥の会の西村
真一さん、お二人の専門家の解説を聞きながら植物
の群落、野鳥や水鳥などの自然界の生物観察を楽し
みました。また、当協会の委員から「アースディて
なに？」のパンフレトを貰い、「地球に優しい暮し方」
のお話を聞き、有意義で楽しい一日を過ごしたとの
ことです。

●第１回消防設備士受験準備講習会実施報告●
　6月8日（水）「第１回消防設備士受験準備講習会」
が当協会会議室で開催されました。正会員、賛助会
員合わせて7名の方が参加しました。

●新規加入会員のご紹介●
社　　名 業　種

賛助会員 日本システム企画（株） 水処理装置の製造・販売

賛助会員（株）康栄商事 厨房・トイレタリー備品
の販売、レンタル等

個人会員 青山　　猛 様 ̶
個人会員 井上日出雄 様 ̶

●（社）建築設備技術者協会 平成17年度総会開催●
　（社）建築設備技術者協会の平成17年度通常総会
が5月26日に開かれました。議案審議では「平成
16年度事業報告および決算報告」と「平成17年度事
業計画および収支予算」の説明後に質疑に入り、建
築設備士の資格問題で、現状の経審点数が設計では
5点が与えられているのに施工では2点と低いため、
1級施工管理技士並みの5点が与えられるよう働き
かけて欲しいと施工技術者から要望がされました。
一方、設備設計者からは、日設事協の単独CPDに
は疑問がある、建築設備に関する事項は建築設備技
術者協会で集約して行うべきであり、足並みをそろ
えて活動するよう日設事協に対して働きかけて欲し
いという要望がだされました。協会ではこれらの要
請を取り入れ、今後対応していくことを約して両案
が承認されました。

●2005初夏・7都県交流会開催●
　東京都及び関東6県の設備設計事務所協会の意見
交換の場・「7都県交流会」（東京・関東ブロック合同
会議）が6月3日、千葉市内のホテルで開かれまし
た。今回の主催者は幹事協会である千葉県設備設
計事務所協会。（社）東設事協からは明野会長が国
交省の委員会と重なったため堀竹副会長が会長代
理となって、青木、尾島、西各氏らと共に参加し
ました。交流会では各地区協会相互の動きや情報
を報告しあったのち討議に入り、議案「日設事協の
活性化について」では、福西会長の再選が決まった
ことを受けて建築設備士資格問題など重要な課題
の取扱いや協会運営などに今後どう対処すべきか
について活発に意見が交換されました。また、毎
回、当協会の尾島理事が発表しているシリーズ「設
備設計事務所が生き残る道」（第3回）では、同理事
が設備設計事務所を取り巻く厳しい“負の要素”を

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y


